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衛星からの海氷観測
＠光学センサ
＠長所：高会鰻銀、豊富なスペクトル情報，
e 短所：婁があると観測できない
表面の情報しか得られない
＠マイクロ波センサ
＠長所：全天候性、内部の情報を含む
’短所：低分解能（マイクロ波放射計）
スペックルノイズ（SAR)
＠商センサの複合利用による海氷情報の抽出
衛星によるオホーツク海の海ホ分布観測
可纏・－外tンす： NOM/AVHRR W知波放射針：I淵SPSSl/1 
1998.2.19 
海氷域・オホーツク海の特徴
園閉鎖的な海氷域。
翻アムー ルj＂から流出する冷たい淡水。
困シペリヤから吹く冷たい風。
園北半球で最も緯度の低い海水域。
鼠夏にはすべての氷が融ける．
国近年、海氷の減少が指摘されている。 北海道
マイクロ波放射計による海氷密接度画像
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荷車搭載マイクロ波センサデー タから求めた
オホーツク海の海氷蘭積の時系列車化
東海式静情報穣術iシ；－
アルゴリズムによる海氷密接度分布の濃い
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NASA Teamアルゴリズムの概念
(TB1創由TB,鮒）
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薄氷域を過小評価吋7ルゴリス．ムの改良（NASA了間m官1in7如、jス．ム）
＊ここではあえてNASAT回 mを用いる。
(Ater Ca咽lierlDJ.同乱，NASAS帽 Jce'7all4凪i皿 F即g‘皿.rortbeDMSPSSWI:
FlaalR帽。rt,NASAT回：111蝿.IM回norud.a皿ゆ4559,NASA, I”2. 
本研究のアプ胆ーチ
＠マイ知波放射針データによる海水密接康推定
アルゴリズムの比較
”恥0匂trapアルゴリズム
•NASA Teamアルゴリズム
• NASA Team Thin Iceアルゴリズム
＠可視赤外センサヂ－1rによる評価
ゅ海氷密接度推定アルゴリズムの改良
＠可視赤外センサデータとの統合利用による
観測パラメー タの抽出アルゴリズムの開発
Boo包trapアルゴリズムの概念
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Boo包trap/NASATeamアルゴリズム
による海氷密接度推定結果の比較
100 
《?????
? ?
??
〈
蓮 40
20 
。
0 20 40 60 80 100 
政治tstrap
(1993年2年）
1992年1月 1993年2月
NASA Teamと助O也同pの農の大きい領域
氷厚が海水・海洋聞の熱輸送に与える影響
氷厚40cm以下の海氷iま
氷厚lm以上の海氷に比
ベ海氷表面から大気への
熱輸送量が10～100倍大
きいa(Maykut, 1978) 
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NOAA/AVHRRデー タを用いた
海氷密接度100%領域の抽出
両アルゴリズムで大きな華のあった海域を
NOAA画像で評価〉〉薄地域
薄氷域のマイクロ波放射特性の評価
• AVHRRデータを用いた100%密接度薄氷域の抽出
• AVHRRデータを用いた100%薄氷場の氷厚の推定
．薄氷域の氷庫とSSM/1データの関係の評価
海氷密接度100%領域の抽出結果
薄氷の成長段臓と輝度温度特性
19GHz水平偏波
???? ?
簿氷の氷態と反射率の関係
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どちらも海氷官接.ll:=6096
闘員まい氷50%と薄氷50%を同等に評冊して良いのか？
闘薄氷端の氷原を帯臆した密嬢度推定ア加・I）ス．ムの改良
回光学センサデー タを活用した接合7ルコ.，Jirムの検討
園海水密接度とは到の指構の検討
アルゴリズム高度化の今後
海＊
アルゴリズム高度化の途中経過
関アルゴリズムの比較（肱却協同P,N俗AT回 m)
園高アルゴリズムの相聞は高い
問薄氷捕で大きな整
腸Boo也trap：薄氷械も揮い；J<も間帯に算定
臨NASAT田m：薄氷域を過小算定
園薄水域のマイクロ波放射特性の評価
周19GHz水平儒波が氷庫の影響を受けやすい。
濁海氷密接度アルコ．リス．ムの高度化には、薄氷域の
氷厚の影響をどの稜度帯臆するかがポイント。
